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朱
熹
『
易
学
啓
蒙
』
研
究
序
説
（
４
）

～
安
東
省
菴
の
研
究
～

伊
香
賀

　

隆

　

本
稿
は
、「
朱
熹
『
易
学
啓
蒙
』
研
究
序
説
（
１
）（
２
）（
３
）
～
安
東
省
菴

の
研
究
～
」（
東
洋
学
研
究
、
第
五
十
二
～
五
十
四
号
、
平
成
二
十
七
～
二
十
九

年
）
の
続
稿
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
安
東
省
菴
編
『
啓
蒙
難
解
』（
※
）（
朱
熹

『
易
学
啓
蒙
』
に
つ
い
て
の
注
釈
書
を
集
大
成
し
た
も
の
）
の
「
巻
之
上
」「
巻
之

中
」
及
び
「
巻
之
下
」
の
前
半
部
分
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
が
、
今
回
は
「
巻

之
下
」
の
後
半
部
分
を
取
り
上
げ
る
。「
巻
之
下
」
は
、『
易
学
啓
蒙
』
巻
之
三

「
明
蓍
策
第
三
」「
考
変
占
第
四
」
に
つ
い
て
の
注
釈
で
あ
り
、
省
菴
は
本
文
を
三

十
三
章
（
条
）
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
に
解
説
を
付
し
て
い
る
が
、
今
回
は
十
五
条

（『
易
学
啓
蒙
』「
明
蓍
策
第
三
」「
至
於
陰
陽
老
少
之
所
以
然
者
」
条
：『
啓
蒙
難

解
』「
巻
之
下
」
三
十
五
丁
）
以
降
の
報
告
で
あ
り
、
本
稿
を
も
っ
て
全
四
回
の

報
告
を
完
了
す
る
。
今
回
取
り
上
げ
る
「
巻
之
下
」
は
、「
巻
之
上
」「
巻
之
中
」

と
同
様
、
収
録
さ
れ
て
い
る
注
釈
は
『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』
に
補

解
・
要
解
を
付
し
て
整
理
し
た
も
の
）
が
中
心
で
あ
り
、
そ
れ
を
補
足
す
る
よ
う

な
形
で
『
啓
蒙
伝
疑
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
本
文
で
引
用
す
る
諸
本
の
巻

数
・
丁
数
な
ど
は
以
下
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
。

　

�

和
刻
本
『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（
刊
記
ナ
シ
、
九
州
大
学
中
央
図
書
館
蔵
〔
近

藤
文
庫
・
逍
遥
文
庫
・
樋
口
文
庫
、
全
て
同
版
〕）

　

和
刻
本
『
啓
蒙
伝
疑
』（
寛
文
九
年
刊
、
内
閣
文
庫
本
）

（
※
）�　

安
東
省
菴
の
自
筆
稿
本
『
啓
蒙
難
解
』
は
、
現
在
、
柳
川
古
文
書
館
（
福

岡
県
柳
川
市
）
に
寄
託
・
保
管
さ
れ
て
い
る
が
（
伝
習
館
文
庫　

安
国
七
〇

―
一
）、
平
成
二
十
六
年
三
月
に
『
安
東
省
菴
集
・
翻
字
編
』（
柳
川
文
化
資

料
集
成
第
二
集
、
柳
川
市
史
編
集
委
員
会
）
が
刊
行
さ
れ
、『
啓
蒙
難
解
』

も
そ
の
「
影
印
編
補
遺
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
の
本
稿
に
お
け
る
研

究
は
、
そ
の
解
題
執
筆
に
協
力
し
た
こ
と
に
始
ま
る
も
の
で
あ
る
。

　《『
啓
蒙
難
解
』
巻
之
下
の
構
成
と
概
略
》

　（
十
五
）�「
至
於
陰
陽
老
少
之
所
以
然
者
」
条
　
三
十
五
丁
裏
～
三
十
八
丁
表

（
丁
数
は
『
啓
蒙
難
解
』
巻
之
下
）

〔
易
学
啓
蒙
〕「
至
於
陰
陽
老
少
之
所
以
然
者
、
則
請
復
得
而
通
論
之
、
蓋
四
十
九

策
、
除
初
掛
之
一
而
為
四
十
八
、
以
四
約
之
為
十
二
、
以
十
二
約
之
為
四
。
…
…

自
陰
之
極
而
退
其
掛
扐
、
進
退
過
揲
、
各
至
于
三
之
一
、
則
為
少
陽
」。

〔
引
用
順
序
〕『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）
→
『
啓
蒙
伝
疑
』
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（
ア
）『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）（
巻
之
三
、
三
十
二
丁
裏
～
三
十
七

丁
裏
）

　
「
朱
子
曰
、
老
陽
掛
扐
之
数
十
二
而
老
陰
二
十
四
…
…
」（
三
十
五
丁
裏
九
行
目
）
か

ら
「
…
…
而
二
少
也
。
一
分
措
四
数
言
」（
三
十
八
丁
裏
二
行
目
）
ま
で
。
※
丁
数
は

『
啓
蒙
難
解
』
巻
之
下
、
以
下
同
じ
。

　

�　
〔
概
要
〕
朱
子
：
掛
扐
の
数
は
老
陽
十
二
・
老
陰
二
十
四
、
過
揲
の
数
は
老

陽
三
十
六
・
老
陰
二
十
四
で
、
二
老
（
老
陽
・
老
陰
）
の
差
は
そ
れ
ぞ
れ
十
二

と
な
り
、
こ
れ
を
三
分
す
る
と
四
と
な
る
（「
二
老
者
、
陰
陽
之
極
也
、
二
極

之
間
相
距
之
数
凡
十
有
二
、
而
三
分
之
」）。
掛
扐
の
数
に
お
い
て
、
少
陰
十
六

は
老
陽
十
二
を
「
四
」
進
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
四
は
二
老
の
差
（「
相

距
之
数
」）
の
十
二
の
三
分
の
一
（「
三
之
一
」）
で
あ
る
。
過
揲
の
数
に
お
い

て
、
少
陰
三
十
二
は
老
陽
三
十
六
か
ら
「
四
」
退
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

四
も
ま
た
二
老
の
差
（「
相
距
之
数
」）
の
十
二
の
三
分
の
一
（「
三
之
一
」）
で

あ
る
。
少
陽
と
老
陰
の
関
係
も
同
様
で
あ
る
。
○
西
山
蔡
氏
：
四
十
九
本
の

蓍
か
ら
掛
一
を
除
け
ば
四
十
八
と
な
り
、
こ
れ
を
四

で
約
せ
ば
（
割
れ
ば
）
十
二
と
な
り
、
十
二
で
約
せ

ば
四
と
な
る
。
四
と
十
二
、
十
二
と
四
、
両
者
は
互

い
に
変
転
し
て
四
十
八
と
な
る
。
四
十
八
と
は
、
蓍

が
変
化
す
る
た
め
の
根
拠
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
数
は
四
と
十
二
と
に
な
っ
て
自
然
に
経
緯
を
な
す
。

〔
以
下
、
四
と
十
二
と
に
よ
っ
て
老
陽
・
老
陰
・
少

陽
・
少
陰
を
考
察
す
る
〕
老
陽
の
掛
扐
の
数
（
奇
数
）
は
十
二
で
あ
る
が
、
こ

れ
を
十
二
で
約
せ
ば
一
、
こ
れ
は

の
象
を
表
す
。
十
二
を
四
で
約
せ
ば
三
、

こ
れ
は
☰
の
象
を
表
し
て
い
る
。
老
陰
の
掛
扐
の
数
は
二
十
四
で
あ
る
が
、
こ

れ
を
十
二
で
約
せ
ば
二
、
こ
れ
は

の
象
を
表
す
。
二
十
四
を
四
で
約
せ
ば

六
、
こ
れ
は
☷
の
象
を
表
し
て
い
る
。
老
陽
の
過
揲
の
数
（
策
数
）
は
三
十
六

で
、
こ
れ
を
十
二
で
約
せ
ば
三
、
こ
れ
は
「
三
（
参
）
天
」
の
象
を
表
し
て
い

る
。
三
十
六
を
四
で
約
せ
ば
九
、
こ
れ
は
「
用
九
」
を
表
し
て
い
る
。
老
陰
の

過
揲
の
数
（
策
数
）
は
二
十
四
、
こ
れ
を
十
二
で
約
せ
ば
二
、
こ
れ
は
「
両

地
」
の
象
を
表
し
て
い
る
。
二
十
四
を
四
で
約
せ
ば
六
、
こ
れ
は
「
用
六
」
を

表
し
て
い
る
。
掛
扐
の
数
（
奇
数
）
に
お
い
て
、
少
陽
二
十
を
十
二
で
約
せ
ば

八
余
る
。
陽
の
未
完
成
な
る
も
の
で
あ
る
。
少
陰
十
六
を
十
二
で
約
せ
ば
四
余

る
。
陰
の
未
完
成
な
る
も
の
で
あ
る
。
過
揲
の
数
（
策
数
）
に
お
い
て
、
少
陽

二
十
八
を
四
で
約
せ
ば
七
と
な
る
。「
不
用
之
七
」
で
あ
る
。
少
陰
三
十
二
を

四
で
約
せ
ば
八
と
な
る
。「
不
用
之
八
」
で
あ
る
。
以
下
、
四
と
十
二
を
用
い

て
、
老
陽
・
老
陰
・
少
陽
・
少
陰
の
間
（
掛
扐
の
数
（
奇
数
）・
過
揲
の
数

（
策
数
））
に
如
何
な
る
関
係
（
進
退
）
が
あ
る
の
か
を
説
明
す
る
。
○

玉
斎
胡
氏
：
老
陽
が
変
化
し
て
少
陰
と
な
る
。
つ
ま
り
、
掛
扐
の
数
に
お
い

て
、
老
陽
十
二
か
ら
「
四
」
進
ん
で
少
陰
十
六
と
な
る
。
過
揲
の
数
は
そ
の
逆

で
あ
る
。
ま
た
、
老
陰
が
変
化
し
て
少
陽
と
な
る
。
つ
ま
り
、
掛
扐
の
数
に
お

い
て
、
老
陰
二
十
四
か
ら
「
四
」
退
い
て
少
陽
二
十
と
な
る
。
つ
ま
り
、
二
老

の
差
（「
相
距
之
数
」）
十
二
の
三
分
の
一
（「
三
之
一
」）
で
あ
る
「
四
」
の
進

掛扐の数 過揲の数

老陽 十二 三十六

少陰 十六 三十二

少陽 二十 二十八

老陰 二十四 二十四
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退
に
よ
り
、
二
少
（
少
陽
・
少
陰
）
が
成
立
す
る
。

（
イ
）『
啓
蒙
伝
疑
』（
明
蓍
策
第
三
、
九
丁
表
～
九
丁
裏
）

　
「〔
○
伝
疑
曰
〕
註
蔡
氏
説
三
天
之
象
…
…
」（
三
十
八
丁
裏
二
行
目
）
か
ら
「
…
…
則

此
消
息
二
字
之
誤
換
可
知
」（
三
十
八
丁
裏
六
行
目
）
ま
で
。

　

�　
〔
概
要
〕
李
滉
：
右
（
ア
）
西
山
蔡
氏
の
説
に
い
う
「
少
陰
奇
数
…
由
老
陽

而
消
」
の
「
消
」
は
「
息
」、「
少
陰
奇
数
…
由
老
陽
而
消
」
の
「
消
」
は

「
息
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　（
十
六
）「
老
陽
居
一
」
条　

三
十
八
丁
裏
～
四
十
丁
裏

〔
易
学
啓
蒙
〕「
老
陽
居
一
而
含
九
、
故
其
掛
扐
十
二
為
最
少
、
而
過
揲
三
十
六
為

最
多
。
少
陰
居
二
而
含
八
、
故
其
掛
扐
十
六
為
次
少
、
而
過
揲
三
十
二
為
次
多
。

…
…
蓋
陽
奇
而
陰
偶
、
是
以
掛
扐
之
数
、
老
陽
極
少
、
老
陰
極
多
、
而
二
少
者
一

進
一
退
而
交
于
中
焉
。
此
其
以
少
為
貴
者
也
。
陽
実
而
陰
虚
、
是
以
過
揲
之
数
、

老
陽
極
多
、
老
陰
極
少
、
而
二
少
者
亦
一
進
一
退
而
交
于
中
焉
。
此
其
以
多
為
貴

者
也
」。

〔
引
用
順
序
〕『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）
→
『
周
易
全
書
』
→
『
啓

蒙
伝
疑
』

（
ア
）『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）（
巻
之
三
、
四
十
四
丁
表
～
四
十
四

丁
裏
）

　
「
朱
子
曰
、
少
陰
掛
扐
之
数
十
六
…
…
」（
三
十
八
丁
裏
七
行
目
）
か
ら
「
…
…
上
文

二
老
進
退
、
各
至
於
三
之
一
以
成
二
少
之
義
」（
三
十
九
丁
裏
二
行
目
）
ま
で
。

　

�　
〔
概
要
〕
朱
子
：
掛
扐
の
数
に
お
い
て
、
少
陰
十
六
は
老
陽
十
二
か
ら

「
四
」
進
み
、
少
陽
は
老
陰
か
ら
「
四
」
退
い
て
い
る
。
過
揲
の
数
は
、
進
退

が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
掛
扐
・
過
揲
の
数
に
お
い
て
、
二
少

（
少
陰
・
少
陽
）
は
、
二
老
（
老
陽
・
老
陰
）
か
ら
一
進
一
退
し
て
二
老
の
間

に
あ
る
（「
二
少
者
一
進
一
退
而
交
于
中
」）。
玉
斎
胡
氏
：「
老
陽
居
一
而
含

九
」「
少
陽
居
三
而
含
七
」、
つ
ま
り
、
陽
は
位
・
数
と
も
に
「
奇
」
で
あ
る
。

奇
と
は
一
に
し
て
「
実
」
で
あ
る
。「
老
陰
居
四
而
含
六
」「
少
陰
居
二
而
含

八
」、
つ
ま
り
、
陰
は
位
・
数
と
も
に
「
偶
」
で
あ
る
。
偶
と
は
二
に
し
て

「
虚
」
で
あ
る
。
陽
の
「
奇
」
を
主
と
し
て
言
う
な
ら
、
掛
扐
の
数
は
少
な
い

方
を
貴
ぶ
の
で
（「
以
少
為
貴
」）、
老
陽
が
極
少
、
老
陰
が
極
多
と
な
り
、
少

陰
が
次
少
、
少
陽
が
次
多
（『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』
の
「
要
解
」
に
よ
り
、「
少

陰
」
を
「
少
陽
」
に
改
め
た
）
と
な
っ
て
そ
の
間
に
あ
る
。
陽
の
「
実
」
を
主

と
し
て
言
う
な
ら
、
過
揲
の
数
は
多
い
方
を
貴
ぶ
の
で
（「
以
多
為
貴
」）、
老

陽
が
極
多
、
老
陰
が
極
少
と
な
り
、
少
陰
が
次
多
（『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』
の

「
要
解
」
に
よ
り
、「
少
陽
」
を
「
少
陰
」
に
改
め
た
）、
少
陽
が
次
少
（『
易
学

啓
蒙
補
要
解
』
の
「
要
解
」
に
よ
り
、「
少
陰
」
を
「
少
陽
」
に
改
め
た
）
と

な
っ
て
そ
の
間
に
あ
る
。
こ
こ
に
「
陽
を
尊
ぶ
の
義
」
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
イ
）『
周
易
全
書
』（
易
学
啓
蒙
巻
之
四
「
明
蓍
策
第
三
」、
三
十
九
丁
裏
）

　
「
○
周
易
全
書
、
朱
子
曰
少
陰
云
々
于
中
…
…
」（
三
十
九
丁
裏
二
行
目
）
か
ら
「
…

本
陽
奇
読
作
単
」（
四
十
丁
表
一
行
目
）
ま
で
。
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�　

〔
概
要
〕
韓
苑
洛
：
老
陽
・
少
陰
・
少
陽
・
老
陰
の
掛
扐
の
数
は
、
十
二
・

十
六
・
二
十
・
二
十
四
で
「
四
」
ず
つ
進
ん
で
お
り
、
過
揲
の
数
は
、
三
十

六
・
三
十
二
・
二
十
八
・
二
十
四
で
「
四
」
ず
つ
退
い
て
い
る
。
こ
れ
を
朱
子

の
前
説
（
ア
）
と
合
わ
せ
て
言
う
な
ら
、
老
陽
・
少
陰
・
少
陽
・
老
陰
の
進
退

の
間
に
は
た
だ
「
四
」
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。「
四
」
は
進
退
の
主
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
一
体
何
者
が
、
こ
う
し
た
進
退
を
な
さ
し
め
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
「
太
極
」
で
あ
る
。
道
を
知
る
者
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
知
る
の
は
難
し

い
。

（
ウ
）『
啓
蒙
伝
疑
』（
明
蓍
策
第
三
、
九
丁
裏
～
十
丁
表
）

　
「〔
○
伝
疑
〕
註
胡
氏
説
老
陽
極
少
…
…
」（
四
十
丁
表
一
行
目
）
か
ら
「
…
…
就
而
言

者
不
同
故
也
」（
四
十
丁
裏
三
行
目
）
ま
で
。

　

�　
〔
概
要
〕
李
滉
：
右
（
ア
）
の
玉
斎
胡
氏
の
説
に
い
う
「
老
陽
極
少
、
少
陰
0

0

次
少
、
而
老
陰
掛
扐
極
多
、
少
陰
0

0

掛
扐
次
多
者
…
…
」
の
前
者
の
「
少
陰
」
は

「
少
陽
」
の
誤
り
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
少
陽
」
に
改
め
る
な
ら
ば
、
玉
斎
胡
氏

と
朱
子
と
で
は
解
説
が
異
な
る
こ
と
に
な
る
（
筆
者
註
：『
易
学
啓
蒙
補
要

解
』
で
は
後
者
の
「
少
陰
」
を
「
少
陽
」
に
改
め
る
べ
き
と
す
る
。
以
下
も
同

様
。
こ
の
よ
う
に
改
め
れ
ば
朱
子
の
説
と
同
じ
に
な
る
）。
朱
子
は
老
陽
・
少

陰
・
少
陽
・
老
陰
の
中
で
比
較
し
て
極
少
・
次
少
・
極
多
・
次
多
と
順
位
づ
け

し
た
（
以
四
象
位
次
列
叙
言
之
）
の
に
対
し
、
玉
斎
胡
氏
は
、「
陽
の
奇
」
を

主
と
し
て
分
類
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
掛
扐
の
数
に
お
い
て
、
少
陽
二
十
を
老

陽
十
二
に
次
い
で
「
次
少
」
と
し
、
少
陰
十
六
を
老
陰
二
十
四
に
次
い
で
「
次

多
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
道
理
に
か
な
っ
て
い
る
。
玉
斎
胡
氏
は
朱

子
に
異
を
立
て
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
説
明
の
視
点
が
異
な
っ
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。

　（
十
七
）「
凡
此
不
唯
陰
之
与
陽
」
条　

四
十
丁
裏
～
四
十
二
丁
表

〔
易
学
啓
蒙
〕「
凡
此
不
唯
陰
之
与
陽
既
為
二
物
而
迭
為
消
長
、
而
其
一
物
之
中
、

此
二
端
者
、
又
各
自
為
一
物
而
迭
為
消
長
。
其
相
与
低
昂
如
権
衡
、
其
相
与
判
合

如
符
契
、
固
有
非
人
之
私
智
所
能
取
舎
而
有
無
者
」。

〔
引
用
順
序
〕『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）
→
『
啓
蒙
伝
疑
』

（
ア
）『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）（
巻
之
三
、
四
十
五
丁
表
～
四
十
六

丁
表
）

　
「
玉
斎
胡
氏
曰
、
陰
陽
二
物
…
…
」（
四
十
丁
裏
四
行
目
）
か
ら
「
…
…
豈
容
人
力
於

其
間
哉
」（
四
十
丁
表
九
行
目
）
ま
で
。

　

�　
〔
概
要
〕
玉
斎
胡
氏
：
陰
陽
の
「
二
物
」
と
は
二
老
（
老
陽
・
老
陰
）
の
こ

と
で
あ
る
。
掛
扐
の
数
に
お
い
て
、
老
陽
十
二
は
四
を
加
え
る
（「
長
」）
こ
と

に
よ
り
少
陰
十
六
と
な
り
、
老
陰
二
十
四
は
四
を
減
じ
る
（「
消
」）
こ
と
に
よ

り
少
陽
二
十
と
な
る
。
過
揲
の
数
に
お
い
て
は
そ
の
逆
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に

互
い
に
消
長
を
な
す
（「
迭
為
消
長
」）
こ
と
に
よ
っ
て
二
少
（
少
陰
・
少
陽
）

と
な
る
。「
二
端
」
と
は
、
掛
扐
・
過
揲
の
こ
と
で
あ
る
。
掛
扐
の
数
が
増
加

（「
長
」）
す
れ
ば
過
揲
の
数
が
減
少
（「
消
」）
し
、
過
揲
の
数
が
増
加
（「
長
」）

す
れ
ば
掛
扐
の
数
が
減
少
（「
消
」）
す
る
。
互
い
に
上
下
増
減
す
る
様
は
ま
る
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で
天
秤
竿
の
よ
う
で
あ
る
（「
相
与
低
昂
如
権
衡
」）。
ま
た
、
陰
陽
二
物
は
互

い
に
消
長
を
な
す
が
、
こ
れ
を
二
分
し
て
一
物
と
し
て
も
、
そ
の
一
物
の
中
に

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
掛
扐
と
過
揲
と
い
う
「
二
端
」
が
あ
り
、
互
い
に
消
長
を
な
し

て
い
る
。
そ
れ
は
符
契
（
割
り
符
）
が
合
わ
さ
っ
た
り
判
か
れ
た
り
す
る
よ
う

な
も
の
で
あ
る
（「
相
与
判
合
如
符
契
」）。「
相
与
」
の
義
に
よ
り
「
迭
為
」
の

旨
を
究
め
れ
ば
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
「
自
然
の
妙
」
は
、
人
力
の
介
在
し
得
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
イ
）『
啓
蒙
伝
疑
』（
明
蓍
策
第
三
、
十
丁
表
～
十
丁
裏
）

　
「〔
○
伝
疑
曰
〕
玉
斎
以
陰
陽
二
物
為
合
、
其
一
物
為
判
…
…
」（
四
十
一
丁
表
九
行

目
）
か
ら
「
…
…
恐
非
朱
子
本
意
也
」（
四
十
二
丁
表
三
行
目
）
ま
で
。

　

�　
〔
概
要
〕
李
滉
：
玉
斎
胡
氏
は
、
陰
陽
二
物
を
「
合
」
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一

物
を
「
判
」
と
す
る
が
（
右
（
ア
））、
そ
れ
は
「
符
契
判
合
」
の
意
味
に
そ
ぐ

わ
な
い
し
、
朱
子
の
本
意
で
は
な
か
ろ
う
。
私
（
李
滉
）
が
思
う
に
、
あ
る
い

は
老
陽
・
老
陰
と
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
少
陽
・
少
陰
と
な
っ
た
り
す
る
こ
と

が
「
判
」
で
あ
る
。
掛
扐
の
数
（
奇
）
と
過
揲
の
数
（
策
）
が
互
い
に
進
退

（
増
減
）
し
合
う
こ
と
が
「
合
」
で
あ
る
。
例
え
ば
、
老
陽
の
掛
扐
十
二
が

「
十
二
」
進
ん
で
老
陰
の
掛
扐
二
十
四
と
な
れ
ば
、
老
陽
の
過
揲
三
十
六
は

「
十
二
」
退
い
て
老
陽
の
過
揲
二
十
四
と
な
る
。
老
陰
の
掛
扐
二
十
四
が
「
十

二
」
退
い
て
老
陽
の
掛
扐
十
二
と
な
れ
ば
、
老
陰
の
過
揲
二
十
四
は
「
十
二
」

進
ん
で
老
陽
の
過
揲
三
十
六
と
な
る
。
少
陽
と
少
陰
の
関
係
も
、「
四
」
の
進

退
に
よ
り
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
掛
扐
の
数
と
過
揲
の
数
と
の

「
二
端
」
は
、
互
い
に
進
退
し
合
い
、「
多
少
を
以
て
相
対
し
、
消
息
を
為
す
」

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
合
」
で
あ
る
。

　（
十
八
）「
而
況
掛
扐
之
数
」
条　

四
十
二
丁
表
～
四
十
四
丁
裏

〔
易
学
啓
蒙
〕「
而
況
掛
扐
之
数
乃
七
八
九
六
之
原
、
而
過
揲
之
数
乃
七
八
九
六
之

委
、
其
勢
又
有
軽
重
之
不
同
。
而
或
者
乃
欲
廃
置
掛
扐
、
而
独
以
過
揲
之
数
為

断
、
則
是
舎
本
而
取
末
、
去
約
以
就
煩
、
而
不
知
其
不
可
也
。
豈
不
誤
哉
」。

〔
引
用
順
序
〕『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）
→
『
啓
蒙
伝
疑
』

（
ア
）『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）（
巻
之
三
、
四
十
五
丁
表
～
四
十
六

丁
表
）

　
「
雲
荘
劉
氏
曰
、
掛
扐
之
数
所
以
不
可
廃
置
者
…
…
」（
四
十
二
丁
表
四
行
目
）
か
ら

「
…
…
此
説
所
謂
或
者
正
指
郭
氏
言
也
」（
四
十
四
丁
表
六
行
目
）
ま
で
。

　

�　
〔
概
要
〕
雲
荘
劉
氏
：
掛
扐
の
数
を
捨
て
置
く
こ
と
（「
廃
置
掛
扐
」）
が
で

き
な
い
理
由
は
、
そ
こ
に
両
儀
・
三
才
・
四
時
・
閏
余
の
象
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
掛
扐
の
数
を
捨
て
置
い
て
過
揲
の
数
だ
け
を
用
い
よ
う
と
す
る
の
は
、
根

本
の
意
味
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
、
玉
斎
胡
氏
：
掛
扐
の
数
が
先
ず
あ
っ

て
、
そ
の
後
に
過
揲
の
数
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
先
後
関
係
が
あ
る
が
故
に
、

掛
扐
は
七
（
少
陽
）
八
（
少
陰
）
九
（
老
陽
）
六
（
老
陰
）
の
本
で
あ
り
、
過

揲
は
七
（
少
陽
）
八
（
少
陰
）
九
（
老
陽
）
六
（
老
陰
）
の
末
で
あ
る
と
い
う

（「
掛
扐
之
数
、
乃
七
八
九
六
之
原
、
而
過
揲
之
数
乃
七
八
九
六
之
委
」）。
掛
扐

の
数
〔
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
〕
七
・
八
・
九
・
六
に
そ
れ
ぞ
れ
四
を
掛
け
れ
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ば
、
二
十
八
・
三
十
二
・
三
十
六
・
二
十
四
と
な
り
、
少
陽
・
少
陰
・
老
陽
・

老
陰
の
過
揲
の
数
と
な
る
。
そ
れ
を
四
で
割
れ
ば
ま
た
掛
扐
の
数
七
八
九
六
と

な
る
。
こ
の
「
自
然
の
妙
」
は
、
牡
牝
が
互
い
包
含
し
合
う
よ
う
で
あ
り
、
符

契
が
互
い
に
合
致
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
両
者
は
互
い
に
作
用
し
合
っ
て
お

り
、
互
い
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
郭
雍
の
よ
う

に
（
朱
子
の
い
う
「
或
者
」
と
は
郭
雍
の
こ
と
を
い
う
。『
蓍
卦
辦
疑
』
の
著

者
）、
掛
扐
は
揲
法
に
何
ら
関
与
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
し
て
、
過
揲
の
数
の

み
を
「
正
策
」
と
し
て
重
宝
す
る
の
は
甚
だ
し
い
誤
り
で
あ
る
。

（
イ
）『
啓
蒙
伝
疑
』（
明
蓍
策
第
三
、
十
一
丁
表
）

　
「〔
○
伝
疑
曰
〕
註
胡
氏
説
以
四
乗
掛
扐
之
数
…
…
」（
四
十
四
丁
表
六
行
目
）
か
ら

「
…
…
迭
為
消
長
若
相
制
勝
也
」（
四
十
四
丁
裏
二
行
目
）
ま
で
。

　
　
〔
概
要
〕
李
滉
：
右
（
ア
）
の
玉
斎
胡
氏
の
説
の
補
足
。

　（
十
九
）「
邵
子
曰
五
与
四
四
」
条　

四
十
四
丁
表
～
四
十
六
丁
表

〔
易
学
啓
蒙
〕「
邵
子
曰
、『
五
与
四
四
、
去
掛
一
之
数
、
則
四
三
十
二
也
。
九
与

八
八
、
去
掛
一
之
数
、
則
四
六
二
十
四
也
。
五
与
八
八
、
九
与
四
八
、
去
掛
一
之

数
、
則
四
五
二
十
也
。
九
与
四
四
、
五
与
四
八
、
去
掛
一
之
数
、
則
四
四
十
六

也
。
故
去
其
三
四
五
六
之
数
、
以
成
九
八
七
六
之
策
』。
此
之
謂
也
」。

〔
引
用
順
序
〕『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）

（
ア
）『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）（
巻
之
三
、
四
十
九
丁
裏
～
五
十
一

丁
表
）

　
「
朱
子
曰
、
邵
子
此
条
是
説
陰
陽
老
少
…
…
」（
四
十
四
丁
裏
三
行
目
）
か
ら
「
…
…

其
尊
陽
之
意
、
又
可
見
於
此
矣
」（
四
十
六
丁
表
二
行
目
）
ま
で
。

　

�　
〔
概
要
〕
朱
子
：
邵
子
の
こ
の
条
（『
皇
極
経
世
書
』
観
物
外
篇
上
）
は
、

老
陽
・
老
陰
・
少
陽
・
少
陰
の
掛
扐
の
数
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。『
易
学
啓

蒙
』
に
こ
の
邵
子
の
説
を
引
用
し
た
の
は
、
掛
扐
の
数
が
七
八
九
六
の
本も
と

で
あ

る
と
い
う
こ
と
（「
掛
扐
之
数
、
乃
七
八
九
六
之
原
」）
を
証
明
す
る
た
め
で
あ

る
。
掛
扐
の
数
は
、
老
陽
三4

×
四
（
＝
十
二
）・
少
陰
四4

×
四
（
＝
十
六
）・
少

陽
五4

×
四
（
＝
二
十
）・
老
陰
六4

×
四
（
＝
二
十
四
）
で
あ
る
が
、
今
、
こ
の

三
四
五
六
の
数
を
用
い
な
い
で
、
一
奇
「
径
一
囲
三
」（
つ
ま
り
、
一
奇
に
は

三
が
含
ま
れ
る
と
考
え
る
）、
二
偶
に
「
囲
四
用
半
」（
つ
ま
り
、
二
偶
に
は
二

が
含
ま
れ
る
と
考
え
る
）
の
義
を
用
い
た
の
は
、
七
八
九
六
の
数
を
成
す
た
め

で
あ
る
。
玉
斎
胡
氏
：
掛
扐
の
数
か
ら
「
初
掛
の
一
」
を
除
く
の
は
、
三
変

に
お
け
る
奇
偶
多
寡
を
調
べ
る
た
め
で
あ
る
。
奇
の
象
で
あ
る
円
は
「
全
」
を

用
い
て
「
径
一
囲
三
」、
偶
の
象
で
あ
る
方
は
「
半
」
を
用
い
て
「
径
一
囲

四
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
奇
に
は
「
円
を
象
っ
て
其
の
全
を
用
う
（
象
円
而

用
其
全
）」
か
ら
三
、
二
偶
に
は
「
方
を
象
か
た
ど

っ
て
其
の
半
を
用
う
（
象
方
而
用

其
半
）」
か
ら
二
が
含
ま
れ
る
と
考
え
れ
ば
（
前
稿
（
八
）（
九
）（
十
）（
十

一
）
を
参
照
）、
老
陽
の
一
・
一
・
一
（
三
奇
）
は
三
・
三
・
三
と
な
っ
て
計

九
と
な
る
。
つ
ま
り
、「
三
（
一
＋
一
＋
一
）
を
去
っ
て
以
て
九
を
成
す
」
で

あ
る
。
少
陰
の
二
・
一
・
一
、
一
・
一
・
二
（
両
奇
一
偶
）
は
そ
れ
ぞ
れ
二
・

三
・
三
、
三
・
三
・
二
と
な
っ
て
計
八
と
な
る
。
つ
ま
り
、「
四
（
二
＋
一
＋
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一
）
を
去
っ
て
以
て
八
を
成
す
」
で
あ
る
。
少
陽
の
一
・
二
・
二
、
二
・
一
・

二
（
両
偶
一
奇
）
は
そ
れ
ぞ
れ
三
・
二
・
二
、
二
・
三
・
二
と
な
っ
て
計
七
と

な
る
。
つ
ま
り
、「
五
（
一
＋
二
＋
二
）
を
去
っ
て
以
て
七
を
成
す
」
で
あ

る
。
老
陰
の
二
・
二
・
二
（
三
偶
）
は
二
・
二
・
二
と
な
っ
て
計
六
と
な
る
。

つ
ま
り
、「
六
（
二
＋
二
＋
二
）
を
去
っ
て
以
て
六
を
成
す
」
で
あ
る
。
以
上

が
「
去
其
三
四
五
六
之
数
、
以
成
九
八
七
六
之
策
」
の
意
味
で
あ
る
。

　（
二
十
）「
一
爻
已
成
」
条　

四
十
六
丁
表
～
四
十
七
丁
表

〔
易
学
啓
蒙
〕「
一
爻
已
成
、
再
合
四
十
九
策
、
復
分
掛
揲
帰
以
成
一
変
、
毎
三
変

而
成
一
爻
、
並
如
前
法
」。

〔
引
用
順
序
〕『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）
→
『
啓
蒙
伝
疑
』

（
ア
）『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）（
巻
之
三
、
五
十
一
丁
裏
～
五
十
二

丁
裏
）

　
「〔
朱
子
曰
〕
老
少
於
経
固
無
明
文
…
…
」（
四
十
六
丁
表
三
行
目
）
か
ら
「
…
…
則
其

過
揲
者
四
之
而
為
二
十
四
矣
」（
四
十
六
丁
裏
十
行
目
）
ま
で
。

　

�　
〔
概
要
〕
朱
子
：
老
少
に
つ
い
て
は
経
典
（『
易
経
』）
に
明
ら
か
な
解
説
は

な
い
。
し
か
し
、
蓍
を
揲か
ぞ

え
る
方
法
は
、
各
変
に
お
い
て
奇
偶
に
分
か
れ
、
三

変
し
た
後
に
爻
の
陰
陽
が
決
ま
る
。
さ
ら
に
そ
の
陰
陽
も
老
少
に
分
か
れ
、
爻

の
変
・
不
変
が
決
ま
る
。
こ
れ
が
経
典
に
い
う
「
用
九
」「
用
六
」
で
あ
る
。

○
九
六
の
説
に
つ
い
て
。
五
行
の
成
数
（
六
・
七
・
八
・
九
・
十
）
に
お
い
て

十
は
用
い
ず
、
六
・
七
・
八
・
九
の
み
を
用
い
る
。
陽
は
九
に
極
ま
れ
ば
、
転

じ
て
八
に
退
き
陰
と
な
る
。
陰
は
六
に
極
ま
れ
ば
、
転
じ
て
七
に
進
み
陽
と
な

る
。
こ
の
よ
う
に
陰
陽
は
六
・
七
・
八
・
九
の
間
を
一
進
一
退
し
、
循
環
し
て

窮
ま
る
こ
と
が
な
い
（
循
環
無
端
）。
邵
康
節
は
、「
三
を
以
て
真
数
と
為
し
」、

「
三
両
を
以
て
之
に
乗
じ
て
九
六
の
数
を
得
」（
解
釈
は
左
（
イ
）
を
参
照
）。

（
イ
）『
啓
蒙
伝
疑
』（
明
蓍
策
第
三
、
十
一
丁
表
～
十
一
丁
裏
）

　
「〔
○
伝
疑
曰
〕
註
朱
子
引
康
節
以
三
為
真
数
…
…
」（
四
十
六
丁
裏
十
行
目
）
か
ら

「
…
…
而
得
九
以
両
乗
之
而
得
六
也
」（
四
十
七
丁
表
三
行
目
）
ま
で
。

　

�　
〔
概
要
〕
李
滉
：
右
（
ア
）
の
邵
康
節
の
い
う
「
三
を
以
て
真
数
と
為
す
」

と
は
、『
皇
極
経
世
書
』
観
物
外
篇
下
の
「
易
有
真
数
、
三
而
已
」
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。「
三
両
を
以
て
之
に
乗
じ
て
、
九
六
の
数
を
得
」
と
は
、
三
と
二
を

真
数
で
あ
る
三
に
掛
け
る
こ
と
で
九
と
六
が
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　（
二
十
一
）「
乾
之
策
」
章　

四
十
七
丁
表
～
四
十
七
丁
裏

〔
易
学
啓
蒙
〕「『
乾
之
策
二
百
一
十
有
六
、
坤
之
策
百
四
十
有
四
、
凡
三
百
有
六

十
、
当
期
之
日
。』
乾
之
策
二
百
一
十
有
六
者
、
積
六
爻
之
策
各
三
十
六
而
得
之

也
。
坤
之
策
百
四
十
有
四
者
、
積
六
爻
之
策
各
二
十
有
四
而
得
之
也
。
…
…
此
独

以
老
陰
陽
之
策
為
言
者
、
以
易
用
九
六
、
不
用
七
八
也
。
然
二
少
之
合
亦
三
百
有

六
十
」

《『
易
』
繋
辞
上
伝
の
「
乾
之
策
二
百
一
十
有
六
、
坤
之
策
百
四
十
有
四
、
凡
三
百

有
六
十
、
当
期
之
日
」
に
つ
い
て
の
朱
子
の
解
説
》

〔
引
用
順
序
〕『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）
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（
ア
）『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）（
巻
之
三
末
、
二
丁
表
～
三
丁
表
）

　
「
玉
斎
胡
氏
曰
、
策
指
過
揲
之
策
…
…
」（
四
十
七
丁
表
四
行
目
）
か
ら
「
…
…
亦
正

足
以
当
期
之
数
也
」（
四
十
七
丁
裏
七
行
目
）
ま
で
。

　

�　
〔
概
要
〕
玉
斎
胡
氏
：「
策
」
と
は
過
揲
の
策
（
数
）
を
指
す
。
乾
の
各
爻

が
老
陽
で
あ
る
な
ら
、
過
揲
の
策
は
二
百
十
六
（
三
六
×
六
）、
坤
の
各
爻
が

老
陰
で
あ
る
な
ら
、
過
揲
の
数
は
百
四
十
四
（
二
四
×
六
）、
そ
の
合
計
は
三

百
六
十
で
一
年
の
日
数
に
相
当
す
る
（「
凡
三
百
有
六
十
、
当
期
之
日
」）。
乾

の
各
爻
が
少
陽
で
あ
る
な
ら
、
過
揲
の
策
は
百
六
十
八
（
二
八
×
六
）、
坤
の

各
爻
が
少
陰
で
あ
る
な
ら
、
過
揲
の
策
は
百
九
十
二
（
三
二
×
六
）
と
な
り
、

そ
の
合
計
も
ま
た
三
百
六
十
で
一
年
の
日
数
に
相
当
す
る
（「
二
少
之
合
亦
三

百
六
十
」）。
老
少
と
も
に
同
じ
結
果
に
な
る
の
に
、
経
文
で
は
老
（
老
陽
・
老

陰
）
の
み
に
言
及
し
て
い
る
。
易
で
は
九
六
に
よ
っ
て
各
爻
を
名
づ
け
る
よ
う

に
（
例
え
ば
九
三
、
六
二
）、
老
陽
（
九
）
老
陰
（
六
）
の
み
を
言
っ
て
、
少

陽
（
七
）
少
陰
（
八
）
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
い
の
で
あ
る
（「
以
易
用
九

六
、
不
用
七
八
也
」）。
朱
子
は
程
可
久
に
答
え
て
以
下
の
よ
う
に
い
う
。「
乾

坤
の
各
爻
は
す
べ
て
が
老
陽
老
陰
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
は
老
少
が

錯
雑
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
大
伝
（『
易
』
繋
辞
伝
）
で
は
、
六
爻
す
べ

て
が
老
陽
老
陰
で
あ
る
と
し
て
計
算
し
て
、「
乾
之
策
二
百
一
十
有
六
」（
老
陽

の
過
揲
の
数
（
策
）
三
六
×
六
爻
）「
坤
之
策
百
四
十
有
四
」（
老
陰
の
過
揲
の

数
（
策
）
二
四
×
六
爻
）「
凡
三
百
有
六
十
」（
二
一
六
＋
一
四
四
）
と
言
う
だ

け
で
あ
る
。
一
方
で
、
六
子
（
兌
☱
☱
離
☲
☲
震
☳
☳
巽
☴
☴
坎
☵
☵
艮
☶

☶
）
の
諸
卦
も
同
様
に
老
少
が
混
雑
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

策
数
（
過
揲
の
数
）
を
〔
そ
の
旁
通
卦
（
陰
陽
逆
転
の
卦
）
の
策
数
と
合
す
る

な
ら
ば
〕、
老
少
の
い
ず
れ
で
計
算
し
て
も
乾
坤
と
同
様
、
三
百
六
十
と
な

る
。
も
し
、
乾
坤
の
場
合
は
六
爻
す
べ
て
が
老
陽
老
陰
で
あ
る
と
し
、
六
子
の

場
合
は
六
爻
が
す
べ
て
少
陽
少
陰
で
あ
る
と
し
て
計
算
す
る
な
ら
ば
、
ど
う
も

し
っ
く
り
こ
な
い
（
以
上
、
朱
子
の
説
）。「
凡
三
百
有
六
十
、
当
期
之
日
」
の

「
期
」
と
は
「
周
」、
つ
ま
り
「
周
一
歳
」
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、「
以
気
言

之
、
則
有
三
百
六
十
六
日
」「
以
朔
言
之
、
則
有
三
百
五
十
五
日
」
と
い
う
。

三
百
六
十
は
、「
気
盈
」（
三
百
六
十
六
日
）
と
比
較
す
れ
ば
六
日
少
な
い
の
で

こ
れ
を
「
盈
」
と
は
言
え
な
い
し
、「
朔
虚
」（
三
百
五
十
五
日
）
と
比
較
す
れ

ば
六
日
多
い
の
で
こ
れ
を
「
虚
」
と
は
言
え
な
い
。「
気
盈
」「
朔
虚
」
の
間
に

お
い
て
そ
の
数
の
中
間
を
指
し
て
三
百
六
十
と
い
う
（「
今
挙
気
盈
朔
虚
之
中

数
而
言
、
故
曰
三
百
有
六
十
也
」）。

　
　

末
に
「
○
閏
法
詳
于
補
要
解
及
伝
疑
」
と
あ
る
。

　（
二
十
二
）「
二
篇
之
策
」
章　

四
十
八
丁
表

〔
易
学
啓
蒙
〕「『
二
篇
之
策
、
万
有
一
千
五
百
二
十
、
当
万
物
之
数
也
。』
二
篇

者
、
上
下
経
六
十
四
卦
也
。
其
陽
爻
百
九
十
二
、
毎
爻
各
三
十
六
策
、
積
之
得
六

千
九
百
一
十
二
。
陰
爻
百
九
十
二
、
毎
爻
二
十
四
策
、
積
之
得
四
千
六
百
八
、
又

合
二
者
為
万
有
一
千
五
百
二
十
也
。
若
為
少
陽
、
則
毎
爻
二
十
八
策
、
凡
五
千
三

百
七
十
六
。
少
陰
、
則
毎
爻
三
十
二
策
、
凡
六
千
一
百
四
十
四
、
合
之
亦
為
万
一
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五
百
二
十
也
」

《『
易
』
繋
辞
上
伝
の
「
二
篇
之
策
、
万
有
一
千
五
百
二
十
、
当
万
物
之
数
也
」
に

つ
い
て
の
朱
子
の
解
説
》

〔
引
用
順
序
〕『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）

（
ア
）『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）（
巻
之
三
末
、
十
二
丁
表
）

　
「
西
山
蔡
氏
曰
、
此
即
過
揲
之
蓍
、
大
衍
之
終
也
。
…
…
」（
四
十
八
丁
表
一
行
目
）

か
ら
「
…
…
真
所
謂
与
天
地
相
似
者
也
」（
四
十
八
丁
表
六
行
目
）
ま
で
。

　

�　
〔
概
要
〕
西
山
蔡
氏
：
こ
の
一
一
五
二
〇
と
い
う
数
は
、
過
揲
の
蓍
（
数
）

を
大
い
に
敷
衍
し
た
（
大
衍
）
結
果
の
数
で
あ
る
。「
策
」
と
は
蓍
で
あ
る
。

乾
の
一
爻
は
三
十
六
策
、
六
爻
は
二
百
十
六
策
、
坤
の
一
爻
は
二
十
四
策
、
六

爻
は
百
四
十
四
策
で
あ
り
〔
両
者
を
合
わ
せ
る
と
三
百
六
十
と
な
る
〕。
こ
れ

は
「
陰
陽
自
然
の
数
」
で
あ
り
、
聖
人
は
「
大
衍
の
法
」
を
立
て
て
こ
れ
に
依

拠
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
『
易
』
説
卦
伝
に
い
う
「
参
天
両
地
而
倚

数
」
で
あ
る
。
天
地
の
運
行
は
大
小
に
か
か
わ
り
な
く
全
て
三
百
六
十
に
極
ま

る
。
乾
坤
の
策
（
過
揲
の
数
）
を
大
い
に
敷
衍
す
れ
ば
（
大
衍
）、
一
年
の
日

数
三
百
六
十
に
相
当
す
る
（「
当
期
之
日
」）。
易
は
実
に
天
地
と
似
て
い
る
。

　（
二
十
三
）「
是
故
四
営
」
章　

四
十
六
丁
表
～
五
十
丁
表

〔
易
学
啓
蒙
〕「『
是
故
四
営
而
成
易
、
十
有
八
変
而
成
卦
、
八
卦
而
小
成
、
引
而

伸
之
、
触
類
而
長
之
、
天
下
之
能
事
畢
矣
。』
四
営
者
、
四
次
経
営
也
。
分
二

者
、
第
一
営
也
。
挂
一
者
、
第
二
営
也
。
揲
四
者
、
第
三
営
也
。
帰
奇
者
、
第
四

営
也
。
…
…
然
後
視
其
爻
之
変
与
不
変
、
而
触
類
以
長
焉
、
則
天
下
之
事
、
其
吉

凶
悔
吝
皆
不
越
乎
此
矣
」

《
こ
の
条
は
、『
易
』
繋
辞
上
伝
の
「
是
故
四
営
而
成
易
、
十
有
八
変
而
成
卦
、
八

卦
而
小
成
、
引
而
伸
之
、
触
類
而
長
之
、
天
下
之
能
事
畢
矣
」
に
つ
い
て
の
朱
子

の
解
説
》

〔
引
用
順
序
〕『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）

（
ア
）『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）（
巻
之
三
末
、
十
四
丁
表
～
十
六
丁

裏
）

　
「
朱
子
曰
、
四
営
而
成
易
。
易
字
只
是
箇
変
字
。
…
…
」（
四
十
八
丁
表
七
行
目
）
か

ら
「
…
…
皆
可
以
決
諸
此
而
無
復
疑
矣
」（
五
十
丁
表
八
行
目
）
ま
で
。

　

�　
〔
概
要
〕
朱
子
：『
易
』
繋
辞
上
伝
に
い
う
「
是
故
四
営
而
成
易
」
の
「
易
」

と
は
「
変
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
四
営
（
四
回
の
筮
操
作
）
し
て
一
変
が
成
る

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
易
の
一
変
」
と
言
う
の
は
よ
く
な
い
。
こ
の

段
階
で
は
ま
だ
卦
も
爻
も
定
ま
っ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
た
だ
「
易
」
と
い
う

ほ
か
な
い
。
玉
斎
胡
氏
：
掛
扐
の
数
は
、
第
一
変
が
五
か
九
、
第
二
変
が
四

か
八
、
第
三
変
が
四
か
八
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
第
一
変
で
、
五
を
得
る
も
の
を

陽
儀
、
九
を
得
る
も
の
を
陰
儀
と
し
て
み
れ
ば
、
両
儀
の
象
を
得
る
（「
一
変

而
得
両
儀
之
象
」）。
第
一
変
・
第
二
変
で
、
五
四
を
得
る
も
の
を
太
陽
、
五
八

を
得
る
も
の
少
陰
、
九
四
を
得
る
も
の
を
少
陽
、
九
八
を
得
る
も
の
を
太
陰
と

し
て
み
れ
ば
、
四
象
の
象
を
得
る
（「
再
変
而
得
四
象
之
象
」）。
第
一
変
・
第

二
変
・
第
三
変
で
、
五
四
四
を
得
る
も
の
を
乾
、
五
四
八
を
得
る
も
の
を
兌
、
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五
八
四
を
得
る
も
の
を
離
、
五
八
八
を
得
る
も
の
を
震
、
九
四
四
を
得
る
も
の

を
巽
、
九
四
八
を
得
る
も
の
を
坎
、
九
八
四
を
得
る
も
の
を
艮
、
九
八
八
を
得

る
も
の
を
坤
と
し
て
み
れ
ば
、
八
卦
の
象
を
得
る
（「
三
変
而
得
八
卦
之
象
」）。

こ
の
よ
う
に
第
一
変
→
第
二
変
→
第
三
変
と
重
ね
て
い
く
こ
と
は
、
両
儀
→
四

象
→
八
卦
と
い
う
流
れ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
が
、
画
（
爻
）
は
ま
だ
生
じ
て
い
な

い
の
で
「
象
」
と
言
葉
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
〔
以
下
、
六
十
四
卦
円
図
（
伏
羲
六
十
四
卦
方
位
）
を
用
い
て
説
明
〕

　

�　
「
一
爻
而
得
両
儀
之
画
」
に
つ
い
て
、

を
得
る
も
の
は
陽
儀
で
、
乾
か
ら

復
ま
で
の
三
十
二
卦
、

を
得
る
も
の
は
陰
儀
で
、
姤
か
ら
坤
ま
で
の
三
十
二

卦
で
あ
る
。「
二
爻
而
得
四
象
之
画
」
に
つ
い
て
、

を
得
る
も
の
は
太
陽

で
、
乾
か
ら
臨
ま
で
の
十
六
卦
、

を
得
る
も
の
は
少
陰
で
、
同
人
か
ら
復
ま

で
の
十
六
卦
、

を
得
る
も
の
は
少
陽
で
、
姤
か
ら
師
ま
で
の
十
六
卦
、

を

得
る
も
の
は
太
陰
で
、
遯
か
ら
坤
ま
で
の
十
六
卦
で
あ
る
。「
三
爻
而
得
八
卦

之
画
」
に
つ
い
て
、
☰
を
得
る
も
の
は
乾
で
、
乾
か
ら
泰
ま
で
の
八
卦
。
☱
を

得
る
も
の
は
兌
で
、
履
か
ら
臨
ま
で
の
八
卦
。
以
下
同
様
で
あ
る
。「
四
爻
而

得
其
十
六
者
之
一
」
に
つ
い
て
も
同
様
に
爻
を
重
ね
て
そ
れ
ぞ
れ
四
卦
、「
五

爻
而
得
其
三
十
二
者
之
一
」
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
二
卦
（
六
四
÷
三
二
）、

「
六
爻
見
而
得
六
十
四
卦
之
一
」
に
至
っ
て
六
十
四
卦
の
中
の
一
卦
が
得
ら
れ

る
。
朱
子
は
、
し
ば
し
ば
「
揲
蓍
求
卦
之
法
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
一
爻

が
成
っ
て
三
十
二
卦
、
二
爻
が
成
っ
て
十
六
卦
、
三
爻
が
成
っ
て
八
卦
、
四
爻

が
成
っ
て
四
卦
、
五
爻
が
成
っ
て
二
卦
、
六
爻
が
成
っ
て
一
卦
が
定
ま
る
と
い

う
の
が
そ
う
で
あ
る
。「
内
卦
之
為
貞
」「
外
卦
之
為
悔
」
に
つ
い
て
朱
子
は
い

う
。「
貞
」「
悔
」
と
は
『
書
』
洪
範
編
に
あ
る
。「
貞
」
は
正
し
く
、「
悔
」
は

過あ
や
まる
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。「
悔
」
と
は
何
か
を
過
あ
や
ま

っ
て
は
じ
め
て
後
悔
す

る
の
で
あ
る
。
下
の
三
爻
は
正
の
卦
で
、
上
の
三
爻
は
過あ
や
まち

が
多
い
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。
物
が
生
ず
る
際
、
初
め
は
う
ま
く
進
む
も
の
で
あ
る
。
物
は
全

て
そ
う
で
あ
る
。
邵
康
節
は
事
物
を
観
察
し
て
四
つ
分
け
、
旺
盛
な
状
態
に
あ

る
こ
と
を
恐
れ
た
。
花
に
譬
え
れ
ば
、
蕾
の
時
は
旺
盛
へ
と
向
か
っ
て
お
り
、

半
分
開
け
ば
さ
ら
に
旺
盛
と
な
り
、
全
開
す
れ
ば
甚
だ
旺
盛
と
な
り
、
そ
の
後

は
衰
え
る
一
方
で
あ
る
。
人
も
同
様
で
、
勢
い
盛
ん
な
る
者
は
必
ず
衰
退
す

る
。
強
く
壮
ん
な
る
者
は
必
ず
死
に
至
る
。
邵
康
節
は
、
一
見
し
て
た
ち
ど
こ

ろ
に
こ
れ
を
よ
く
理
解
し
た
。「
触
類
而
長
之
」
に
つ
い
て
朱
子
は
い
う
。

占
っ
て
一
卦
を
得
た
ら
、
そ
の
表
面
的
な
意
味
か
ら
ど
ん
ど
ん
類
推
し
て
い

く
。
例
え
ば
乾
は
、
円
と
な
り
君
と
な
り
父
と
な
る
と
い
っ
た
類
か
ら
類
推
し

て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
天
下
の
あ
ら
ゆ
る
事
に
お
い
て
、
吉
か
凶
か
、

悔
い
て
吉
に
赴
く
の
か
、
吝
か
ら
凶
に
向
か
う
の
か
、
判
断
を
下
し
て
疑
い
が

な
く
な
る
。

　（
二
十
四
）「
顕
道
」
章　

五
十
丁
表
～
五
十
一
丁
裏

〔
易
学
啓
蒙
〕「『
顕
道
、
神
徳
行
、
是
故
可
与
酬
酢
、
可
与
祐
神
矣
。』
道
因
辞

顕
、
行
以
数
神
。
酬
酢
者
、
言
幽
明
之
相
応
、
如
賓
主
之
相
交
也
。
祐
神
者
、
言
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有
以
祐
助
神
化
之
功
也
。
○
巻
内
蔡
氏
説
『
為
奇
者
三
、
為
偶
者
二
』、
蓋
凡
初

揲
、
左
手
余
一
余
二
余
三
皆
為
奇
、
余
四
為
偶
。
至
再
揲
三
揲
、
則
余
三
者
亦
為

偶
、
故
曰
奇
三
而
偶
二
也
」

《
こ
の
条
は
、『
易
』
繋
辞
上
伝
の
「
顕
道
、
神
徳
行
、
是
故
可
与
酬
酢
、
可
与
祐

神
矣
」
に
つ
い
て
の
朱
子
の
解
説
》

〔
引
用
順
序
〕『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）

（
ア
）『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）（
巻
之
三
末
、
十
八
丁
表
～
十
九
丁

裏
）

　
「
黄
氏
瑞
節
曰
、
大
衍
之
説
、
朱
蔡
可
謂
備
矣
。
…
…
」（
五
十
丁
表
九
行
目
）
か
ら

「
…
…
自
然
有
許
多
通
透
信
矣
」（
五
十
一
丁
裏
一
行
目
）
ま
で
。

　

�　
〔
概
要
〕
黄
氏
瑞
節
：
大
衍
に
つ
い
て
は
、
朱
子
の
説
も
蔡
元
定
の
説
も
と

も
に
完
備
し
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。
武
陵
の
丁
氏
（
龍
陽
の
人
）
は
い
う
。

朱
子
は
、「
五
乗
十
」（
五
十
）
の
説
に
つ
い
て
は
諸
家
に
近
い
と
し
、「
四
十

有
九
」
の
説
に
至
っ
て
は
、
虚
一
に
帰
す
る
こ
と
を
い
う
に
す
ぎ
ず
、
五
十
と

四
十
九
と
を
関
連
付
け
て
そ
の
全
体
を
説
く
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
五

十
七
家
の
説
を
集
め
て
比
較
敷
衍
し
、『
原
衍
翼
衍
』
三
巻
を
著
し
た
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
丁
氏
は
い
う
。
天
地
の
数
（
一
二
三
四
五
六
七
八
九
十
）
を
①
②

の
よ
う
に
並
べ
、
そ
の
両
者
を
加
え
れ
ば
③
段
の
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
か
ら
十

を
分
離
す
る
と
、
④
段
目
の
九
位
と
、
⑤
段
目
の
五
位
と
に
分
か
れ
る
。
九
位

は
全
て
奇
数
で
、
五
位
は
す
べ
て
偶
数
で
あ
る
。
五
位
の
偶
数
の
和
は
十
＋
十

＋
十
＋
十
＋
十
＝
五
十
と
な
り
、
大
衍
の
体
数
で
あ
る
。
九
位
の
奇
数
の
和
は

九
＋
七
＋
五
＋
三
＋
一
＋
三
＋
五
＋
七
＋
九
＝
四
十
九
と
な
り
、
大
衍
の
用
数

で
あ
る
。
④
段
目
（
九
位
）
を
み
る
と
、
一
が
中
央
に
位
置
し
て
お
り
、
そ
の

左
右
に
は
四
数
（
九
七
五
三
）
が
並
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
筮
操
作
に
お

け
る
掛
一
・
分
二
・
揲
四
を
象
徴
し
て
い
る
。
以
上
の
丁
氏
の
説
は
、
朱
子
や

蔡
元
定
の
説
に
な
い
も
の
で
あ
り
、
朱
子
や
蔡
元
定

の
説
を
さ
ら
に
完
備
さ
せ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

朱
子
は
、
聖
人
が
象
数
を
説
く
方
法
は
幾
通
り
も
あ

り
、
自
然
に
多
数
の
説
へ
と
通
じ
て
い
く
と
言
っ
た

が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。

【
以
下
、『
易
学
啓
蒙
』
考
変
占
第
四
】

　（
二
十
五
）「
凡
卦
六
爻
皆
不
変
」
条　

五
十
二
丁
表

〔
易
学
啓
蒙
〕「
凡
卦
六
爻
皆
不
変
、
則
占
本
卦
彖
辞
、

而
以
内
卦
為
貞
、
外
卦
為
悔
。
彖
辞
為
卦
下
之
辞
。
孔

成
子
筮
立
衛
公
子
元
、
遇
屯
、
曰
、『
利
建
侯
』。
泰
伯
伐

晋
、
筮
之
、
遇
蠱
、
曰
、『
貞
、
風
也
。
其
悔
、
山
也
』」

〔
引
用
順
序
〕『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）

（
ア
）『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）（
巻
之
三

末
、
二
十
四
丁
裏
）

　
「
朱
子
云
、
貞
是
事
之
始
、
悔
是
事
之
終
、
貞
是
事
之

主
、
悔
是
事
之
客
、
貞
是
事
在
我
底
、
悔
是
応
人
底
」（
五

① 九 八 七 六 五 四 三 二 一

② 十 九 八 七 六 五 四 三 二

③（①＋②） 十九 十七 十五 十三 十一 九 七 五 三

④（九位） 九 七 五 三 一 九 七 五 三

⑤（五位） 十 十 十 十
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十
二
丁
表
二
行
目
～
四
行
目
）

　（
二
十
六
）「
一
爻
変
」
条　

五
十
二
丁
表

〔
易
学
啓
蒙
〕「
一
変
爻
、
則
以
本
卦
変
爻
辞
占
。
沙
隨
程
氏
曰
、『
畢
万
遇
屯
之

比
、
初
九
変
也
。
蔡
墨
遇
乾
之
同
人
、
九
二
変
也
。
晋
文
公
遇
大
有
之
睽
、
九
三
変

也
。
陳
敬
仲
遇
観
之
否
、
六
四
変
也
。
南
蒯
遇
坤
之
比
、
六
五
変
也
。
晋
献
公
遇
帰
妹

之
睽
、
上
六
変
也
』」

〔
引
用
順
序
〕『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）

（
ア
）『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）（
巻
之
三
末
、
二
十
五
丁
裏
）

　
「
玉
斎
胡
氏
曰
、
一
爻
変
者
凡
六
卦
有
図
在
後
。
…
…
」（
五
十
二
丁
表
五
行
目
）
か

ら
「
…
…
就
本
卦
変
爻
占
、
其
例
観
後
注
可
見
」（
五
十
二
丁
表
八
行
目
）
ま
で
。

　

�　
〔
概
要
〕
玉
斎
胡
氏
：
一
爻
変
は
各
卦
に
そ
れ
ぞ
れ
六
卦
あ
る
。
巻
末
の
図

表
を
み
れ
ば
、
第
一
図
に
お
い
て
乾
を
本
卦
と
し
、
一
爻
が
変
化
す
る
の
は
、

姤
か
ら
夬
ま
で
の
六
卦
で
あ
る
（
本
卦
で
あ
る
乾
は
第
一
図
の
右
上
に
あ
る
。

図
は
右
か
ら
左
、
上
か
ら
下
へ
と
み
る
。
以
下
同
じ
）。
坤
を
本
卦
と
し
、
一

爻
が
変
化
す
る
の
は
、
復
か
ら
剥
ま
で
の
六
卦
で
あ
る
（
本
卦
で
あ
る
坤
は
第

一
図
の
左
下
に
あ
る
。
図
は
左
か
ら
右
、
下
か
ら
上
へ
と
み
る
。
以
下
同
じ
）。

第
二
図
以
降
も
同
様
で
あ
る
。
沙
隨
程
氏
が
取
り
挙
げ
る
六
つ
の
占
例
は
全
て

一
爻
が
変
化
す
る
も
の
で
、
本
卦
の
変
爻
に
よ
っ
て
占
っ
て
い
る
。
そ
の
例
は

『
易
学
啓
蒙
』
の
後
注
に
見
ら
れ
る
。

　（
二
十
七
）「
二
爻
変
」　

五
十
二
丁
表
～
五
十
二
丁
裏

〔
易
学
啓
蒙
〕「
二
変
爻
、
則
以
本
卦
二
変
爻
辞
占
、
仍
以
上
爻
為
主
。
経
伝
無

文
、
今
以
例
推
之
当
如
此
」

〔
引
用
順
序
〕『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）

（
ア
）『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）（
巻
之
三
末
、
二
十
六
丁
裏
～
二
十

七
丁
表
）

　
「
玉
斎
胡
氏
曰
、
二
爻
変
者
、
凡
十
五
卦
、
…
…
」（
五
十
二
丁
表
九
行
目
）
か
ら

「
…
…
占
事
都
有
一
箇
先
後
首
尾
」（
五
十
二
丁
裏
六
行
目
）
ま
で
。

　

�　
〔
概
要
〕
玉
斎
胡
氏
：
二
爻
変
は
各
卦
に
そ
れ
ぞ
れ
十
五
卦
あ
る
。
巻
末
の

図
表
を
み
れ
ば
、
第
一
図
に
お
い
て
乾
を
本
卦
と
し
、
二
爻
が
変
化
す
る
の

は
、
遯
か
ら
大
壮
ま
で
の
十
五
卦
で
あ
る
。
坤
を
本
卦
と
し
、
二
爻
が
変
化
す

る
の
は
、
臨
か
ら
観
ま
で
の
十
五
卦
で
あ
る
。
第
二
図
以
降
も
同
様
で
あ
る
。

朱
子
は
い
う
。
変
爻
は
、
変
化
が
極
ま
る
所
に
お
い
て
観
る
必
要
が
あ
る
。
だ

か
ら
上
爻
を
主
と
す
る
の
だ
（「
以
上
爻
為
主
」）。
不
変
の
爻
は
安
定
し
て
お

り
、
下
か
ら
上
へ
先
後
（
順
序
）
に
し
た
が
っ
て
み
る
。
だ
か
ら
下
爻
を
主
と

す
る
、
と
。
ま
た
朱
子
は
い
う
。
二
爻
が
変
化
す
る
場
合
、
下
か
ら
上
へ
と
進

ん
で
極
ま
る
（
だ
か
ら
極
所
で
あ
る
上
を
主
と
す
る
）。
二
爻
が
変
化
し
な
い

場
合
（
つ
ま
り
四
爻
変
）、
下
が
「
不
変
の
本
」
で
あ
る
か
ら
下
を
主
と
す

る
、
と
。
ま
た
朱
子
は
い
う
。
卦
は
下
か
ら
生
ず
る
。
占
事
に
は
す
べ
て
先
後

首
尾
が
あ
る
の
だ
、
と
。
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　（
二
十
八
）「
三
爻
変
」
条　

五
十
二
丁
裏
～
五
十
三
丁
裏

〔
易
学
啓
蒙
〕「
三
爻
変
、
則
占
本
卦
及
之
卦
之
彖
辞
、
而
以
本
卦
為
貞
、
之
卦
為

悔
、
前
十
卦
主
貞
、
後
十
卦
主
悔
。
凡
三
爻
変
者
通
二
十
卦
、
有
図
在
後
。
○
沙
隨

程
氏
曰
、『
晋
公
子
重
耳
筮
得
国
、
遇
貞
屯
、
悔
豫
皆
八
、
蓋
初
与
四
、
五
凡
三
爻
変

也
。
初
与
五
用
九
変
、
四
用
六
変
。
其
不
変
者
二
三
上
、
在
両
卦
皆
為
八
、
故
云
皆

八
。
而
司
空
季
子
占
之
曰
、『
皆
利
建
侯
』』」

〔
引
用
順
序
〕『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）

（
ア
）『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）（
巻
之
三
末
、
二
十
七
丁
裏
～
二
十

八
九
丁
表
）

　
「
玉
斎
胡
氏
曰
、
三
爻
変
者
凡
二
十
卦
。
…
…
」（
五
十
二
丁
表
七
行
目
）
か
ら
「
…
…

到
四
画
五
画
則
更
多
矣
」（
五
十
三
丁
裏
一
行
目
）
ま
で
。

　

�　
〔
概
要
〕
玉
斎
胡
氏
：
三
爻
変
は
各
卦
に
そ
れ
ぞ
れ
二
十
卦
あ
る
。
巻
末
の

図
表
を
み
れ
ば
、
第
一
図
に
お
い
て
乾
を
本
卦
と
し
、
三
爻
が
変
化
す
る
の

は
、
否
か
ら
泰
ま
で
の
二
十
卦
で
あ
る
。
坤
を
本
卦
と
し
、
三
爻
が
変
化
す
る

の
は
、
泰
か
ら
否
ま
で
の
二
十
卦
で
あ
る
。
第
二
図
以
降
も
同
様
で
あ
る
。
本

卦
と
之
卦
の
彖
辞
（
卦
辞
）
に
よ
っ
て
占
う
の
は
、
変
化
す
る
爻
と
不
変
の
爻

の
数
が
と
も
に
六
爻
を
二
分
し
た
三
爻
で
あ
る
か
ら
だ
。「
以
本
卦
為
貞
、
之

卦
為
悔
」「
前
十
卦
主
貞
、
後
十
卦
主
悔
」
に
つ
い
て
。
第
一
図
の
乾
の
三
爻

変
に
お
い
て
、
否
か
ら
恒
ま
で
が
「
前
十
卦
」
で
、
益
か
ら
泰
ま
で
が
「
後
十

卦
」
で
あ
る
。
第
一
図
の
坤
の
三
爻
変
に
お
い
て
、
泰
か
ら
益
ま
で
が
「
前
十

卦
」
で
、
恒
か
ら
否
ま
で
が
「
後
十
卦
」
で
あ
る
。
三
変
爻
の
場
合
、
本
卦
と

之
卦
の
両
方
の
彖
辞
に
よ
っ
て
占
う
の
で
あ
る
が
、
之
卦
（
変
卦
）
が
「
前
十

卦
」
の
内
に
あ
れ
ば
「
貞
」、
つ
ま
り
「
本
卦
」
の
彖
辞
を
主
と
し
、
之
卦

（
変
卦
）
が
「
後
十
卦
」
の
内
に
あ
れ
ば
「
悔
」、
つ
ま
り
「
之
卦
」
の
彖
辞
を

主
と
す
る
。
朱
子
は
い
う
。
三
爻
が
変
化
す
れ
ば
、
ど
の
変
爻
を
主
と
し
て
見

れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。
よ
っ
て
本
卦
と
之
卦
の
両
方
の
彖
辞
に
よ
っ
て
占

う
の
で
あ
る
、
と
。
ま
た
朱
子
は
い
う
。
三
変
爻
に
お
い
て
第
三
十
二
卦

（
恒
）
以
降
は
之
卦
の
彖
辞
に
よ
っ
て
占
う
と
い
う
方
法
も
あ
る
が
、
こ
れ
は

間
違
い
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
た
ら
、
本
卦
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
割
合
が
増

え
て
し
ま
う
。

　（
二
十
九
）「
四
爻
変
」　

五
十
三
丁
裏

〔
易
学
啓
蒙
〕「
四
爻
変
、
則
以
之
卦
二
不
変
爻
占
、
仍
以
下
爻
為
主
。
経
伝
亦
無

文
、
今
以
例
推
之
当
如
此
」

〔
引
用
順
序
〕『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）

（
ア
）『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）（
巻
之
三
末
、
二
十
八
丁
裏
）

　
「
玉
斎
胡
氏
曰
、
四
爻
変
凡
十
五
卦
、
…
…
」（
五
十
三
丁
裏
二
行
目
）
か
ら
「
…
…

四
爻
変
自
大
壮
至
遯
是
也
。
後
放
此
」（
五
十
三
丁
裏
四
行
目
）
ま
で
。

　

�　
〔
概
要
〕
玉
斎
胡
氏
：
四
爻
変
は
各
卦
に
そ
れ
ぞ
れ
十
五
卦
あ
る
。
巻
末
の

図
表
を
み
れ
ば
、
第
一
図
に
お
い
て
乾
を
本
卦
と
し
、
四
爻
が
変
化
す
る
の

は
、
観
か
ら
臨
ま
で
の
十
五
卦
で
あ
る
。
坤
を
本
卦
と
し
、
四
爻
が
変
化
す
る

の
は
、
大
壮
か
ら
遯
ま
で
の
十
五
卦
で
あ
る
。
第
二
図
以
降
も
同
様
で
あ
る
。
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　（
三
十
）「
五
爻
変
」　

五
十
三
丁
裏

〔
易
学
啓
蒙
〕「
五
爻
変
、
則
以
之
卦
不
変
爻
占
。
穆
姜
往
東
宮
、
筮
遇
艮
之
八
。

史
曰
、『
是
謂
艮
之
随
』。
蓋
五
爻
皆
変
、
唯
二
得
八
故
不
変
也
。
法
宜
以
『
係
小

子
、
失
丈
夫
』。
為
占
、
而
史
妄
引
隨
之
彖
辞
以
対
則
非
也
」

〔
引
用
順
序
〕『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）

（
ア
）『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）（
巻
之
三
末
、
二
十
九
丁
表
）

　
「
朱
子
曰
、
艮
之
隨
、
惟
六
二
一
爻
不
変
、
…
…
」（
五
十
三
丁
裏
五
行
目
）
か
ら

「
…
…
五
爻
変
自
夬
至
姤
是
也
。
後
放
此
」（
五
十
三
丁
裏
十
行
目
）
ま
で
。

　

�　
〔
概
要
〕
朱
子
：「
艮
之
随
」（
艮
☶
☶
の
、
随
☱
☳
に
之
く
）
は
、
六
二
の

み
不
変
で
、
他
の
五
つ
の
爻
は
全
て
変
化
す
る
。
変
化
す
る
五
つ
の
爻
は
九

（
老
陽
）
か
六
（
老
陰
）
で
、
変
化
し
な
い
六
二
は
八
（
少
陰
）
で
あ
る
。
筮

法
は
少
な
い
方
を
主
と
す
る
。
変
化
す
る
爻
は
五
つ
、
変
化
し
な
い
爻
は
一

つ
。
だ
か
ら
少
な
い
方
の
八
（
少
陰
）
に
よ
っ
て
占
い
を
行
な
い
、「
艮
之

八
」（
艮
の
八
に
之
く
）
と
い
う
の
で
あ
る
。
玉
斎
胡
氏
：
五
爻
変
は
各
卦
に

そ
れ
ぞ
れ
六
卦
あ
る
。
巻
末
の
図
表
を
み
れ
ば
、
第
一
図
に
お
い
て
乾
を
本
卦

と
し
、
五
爻
が
変
化
す
る
の
は
、
剥
か
ら
復
ま
で
の
六
卦
で
あ
る
。
坤
を
本
卦

と
し
、
五
爻
が
変
化
す
る
の
は
、
夬
か
ら
姤
ま
で
の
六
卦
で
あ
る
。
第
二
図
以

降
も
同
様
で
あ
る
。

　（
三
十
一
）「
六
爻
変
」
条　

五
十
四
丁
表

〔
易
学
啓
蒙
〕「
六
爻
変
、
則
乾
坤
占
二
用
、
余
卦
占
之
卦
彖
辞
。
蔡
墨
曰
『
乾
之

坤
、
曰
、
見
羣
龍
无
首
、
吉
』、
是
也
。
然
『
羣
龍
无
首
』、
即
坤
之
牝
馬
先
迷
也
。
坤

之
『
利
永
貞
』、
即
乾
之
「
不
言
所
利
」
也
」

〔
引
用
順
序
〕『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）

（
ア
）『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）（
巻
之
三
末
、
三
十
丁
表
～
三
十
一

丁
裏
）

　
「
玉
斎
胡
氏
曰
、
六
爻
変
只
一
卦
、
…
…
」（
五
十
四
丁
表
一
行
目
）
か
ら
「
…
…
不

言
所
利
者
貞
也
」（
五
十
四
丁
表
九
行
目
）
ま
で
。

　

�　
〔
概
要
〕
玉
斎
胡
氏
：
六
爻
変
は
各
卦
に
そ
れ
ぞ
れ
一
卦
あ
る
。
巻
末
の
図

表
を
み
れ
ば
、
第
一
図
に
お
い
て
乾
を
本
卦
と
し
、
六
爻
が
変
化
す
る
の
は
坤

の
一
卦
の
み
で
あ
る
。
坤
を
本
卦
と
し
、
六
爻
が
変
化
す
る
の
は
、
乾
の
一
卦

の
み
で
あ
る
。
第
二
図
以
降
も
同
様
で
あ
る
。
乾
坤
の
場
合
は
「
用
九
」「
用

六
」
の
辞
に
よ
っ
て
占
う
（「
乾
坤
占
二
用
」）。
そ
の
他
の
卦
は
、「
用
九
」

「
用
六
」
の
辞
は
な
い
の
で
、
之
卦
の
彖
辞
（
卦
辞
）
に
よ
っ
て
占
う
（
余
卦

占
之
卦
彖
辞
）。
朱
子
は
い
う
。
乾
の
六
爻
が
全
て
変
化
す
れ
ば
陰
（
坤
）
と

な
る
。
だ
か
ら
、「
用
九
」
に
「
群
龍
无
首
（
群
龍
に
首
な
し
）」
と
い
う
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
坤
卦
の
「
利
牝
馬
之
貞
（
牝
馬
の
貞
に
利
あ
り
）」
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
群
龍
で
あ
り
な
が
ら
頭
が
な
い
、
剛
で

あ
り
な
が
ら
柔
を
忘
れ
な
け
れ
ば
吉
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（「
乾
之

坤
、
曰
、
見
羣
龍
无
首
、
吉
」）。「
牝
馬
」
は
柔
順
で
あ
り
な
が
ら
力
強
く
走

る
の
で
、
坤
卦
で
は
こ
れ
を
「
利
」
と
し
「
貞
」
と
す
る
。「
先
迷
（
先
ん
ず

れ
ば
迷
う
）」
と
は
、
陽
が
先
に
行
き
陰
が
後
れ
る
の
が
自
然
な
道
理
で
あ
る
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か
ら
、
陰
が
陽
の
先
に
行
っ
て
し
ま
え
ば
迷
う
こ
と
に
な
る
（「『
羣
龍
无
首
』、

即
坤
之
牝
馬
先
迷
也
」）。
ま
た
朱
子
は
い
う
。
坤
の
六
爻
が
全
て
変
化
す
れ
ば

陽
（
乾
）
と
な
る
。
だ
か
ら
、「
用
六
」
に
「
利
永
貞
（
永
貞
に
利
あ
り
）」
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
乾
卦
の
「
元
亨
利
貞
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
（「
坤
之

『
利
永
貞
』、
即
乾
之
「
不
言
所
利
」
也
」）。

　（
三
十
二
）「
於
是
一
卦
」
条　

五
十
四
丁
表
～
五
十
五
丁
表

〔
易
学
啓
蒙
〕「
於
是
一
卦
可
変
六
十
四
卦
、
而
四
千
九
十
六
卦
在
其
中
矣
。
所
謂

『
引
而
伸
之
、
触
類
而
長
之
、
天
下
之
能
事
畢
矣
』、
豈
不
信
哉
。
…
…
変
在
第
三

十
二
卦
以
前
者
、
占
本
卦
爻
之
辞
。
変
在
第
三
十
二
卦
以
後
者
、
占
変
卦
爻
之

辞
。
凡
言
初
終
上
下
者
、
拠
図
而
言
。
言
第
幾
卦
前
後
者
、
従
本
卦
起
」

〔
引
用
順
序
〕『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）

（
ア
）『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）（
巻
之
三
末
、
三
十
二
丁
表
～
三
十

三
丁
表
）

　
「
玉
斎
胡
氏
曰
、
三
十
二
図
初
終
上
下
各
主
首
末
両
卦
為
本
卦
、
…
…
」（
五
十
四
丁

表
十
行
目
）
か
ら
「
…
…
則
便
過
其
中
、
故
皆
主
悔
卦
以
為
占
也
」（
五
十
五
丁
表
五
行

目
）
ま
で
。

　

�　
〔
概
要
〕
玉
斎
胡
氏
：
巻
末
の
三
十
二
図
で
は
各
図
の
首
末
の
両
卦
を
本
卦

と
す
る
（
例
え
ば
、
第
一
図
で
あ
れ
ば
首
の
乾
と
末
の
坤
と
が
本
卦
）。
本
卦

の
爻
の
中
の
老
陽
老
陰
が
変
化
す
る
こ
と
で
、
一
卦
が
六
十
四
卦
に
変
化
し
得

る
（
各
図
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
六
十
四
の
之
卦
が
確
認
で
き
る
）（「
一
卦
可
変

六
十
四
卦
」）。
つ
ま
り
、
計
「
四
千
九
十
六
卦
」（
六
四
×
六
四
）
が
六
十
四

卦
の
変
化
の
中
に
存
在
す
る
（「
四
千
九
十
六
卦
在
其
中
矣
」）。
第
一
図
の
首

（「
初
卦
」）
で
あ
る
乾
卦
は
、
姤
の
初
六
か
ら
坤
の
上
六
ま
で
変
化
す
る
が
、

図
で
は
初
め
か
ら
終
わ
り
へ
、
上
か
ら
下
へ
と
み
て
い
く
（「
得
初
卦
者
、
自

初
而
終
、
自
上
而
下
」）。
第
一
図
の
末
（「
末
卦
」）
で
あ
る
坤
卦
は
、
復
の
初

九
か
ら
乾
の
上
九
ま
で
変
化
す
る
が
、
図
で
は
終
わ
り
か
ら
初
め
へ
、
下
か
ら

上
へ
と
み
て
い
く
（「
得
初
卦
者
、
自
初
而
終
、
自
上
而
下
」）。
第
二
図
以
降

も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
第
一
図
に
お
い
て
、
乾
の
場
合
で
は
姤
か
ら
恒
ま
で
、

坤
の
場
合
は
復
か
ら
益
ま
で
が
「
三
十
二
卦
の
前
（
前
半
の
三
十
二
卦
）」

で
、
す
べ
て
本
卦
の
爻
辞
で
も
っ
て
占
う
（「
変
在
第
三
十
二
卦
以
前
者
、
占

本
卦
爻
之
辞
」）。
こ
こ
に
は
、「
一
爻
変
」「
二
爻
変
」、
そ
し
て
「
三
爻
変
」

の
前
十
卦
が
含
ま
れ
る
。
さ
ら
に
、
乾
の
場
合
で
は
益
か
ら
坤
ま
で
、
坤
の
場

合
は
恒
か
ら
乾
ま
で
が
「
三
十
二
卦
の
後
（
後
半
の
三
十
二
卦
）」
で
、
す
べ

て
変
卦
（
之
卦
）
の
爻
辞
で
も
っ
て
占
う
（「
変
在
第
三
十
二
卦
以
後
者
、
占

変
卦
爻
之
辞
」）。
こ
こ
に
は
、「
三
爻
変
」
の
後
十
卦
、「
四
爻
変
」「
五
爻

変
」「
六
爻
変
」
が
含
ま
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
各
図
に
お
い
て
三
十
二
卦
で

前
半
と
後
半
と
に
分
け
る
。
前
半
の
三
十
二
卦
で
は
「
貞
」
を
主
と
し
、
後
半

の
三
十
二
卦
で
は
「
悔
」
を
主
と
す
る
。
こ
れ
を
説
明
す
る
の
に
「
中
」（
中

庸
ヵ
）
を
用
い
れ
ば
、
前
半
の
三
十
二
卦
で
は
「
中
」
に
適
う
の
で
全
て

「
貞
」
を
主
と
し
、
後
半
の
三
十
二
卦
で
は
「
中
」
を
過
ぎ
て
し
ま
う
の
で

「
悔
」
を
主
と
す
る
の
だ
。
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　（
三
十
三
）「
以
上
三
十
二
図
」
条　

五
十
五
丁
表
～
五
十
五
丁
裏

〔
易
学
啓
蒙
〕「
以
上
三
十
二
図
、
反
復
之
則
為
六
十
四
図
、
図
以
一
卦
為
主
、
而

各
具
六
十
四
卦
、
凡
四
千
九
十
六
卦
、
与
焦
贛
易
林
合
。
然
其
條
理
精
密
、
則
有

先
儒
所
未
発
者
、
覧
者
詳
之
」

〔
引
用
順
序
〕『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）

（
ア
）『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）（
巻
之
六
、
三
十
三
丁
表
～
三
十
三

丁
裏
）

　
「
玉
斎
胡
氏
曰
、
三
十
二
図
反
復
其
変
悉
如
乾
坤
二
卦
変
図
例
。
…
…
」（
五
十
五
丁

表
六
行
目
）
か
ら
「
…
…
此
乃
卦
画
変
図
之
妙
也
」（
五
十
五
丁
裏
七
行
目
）
ま
で
。

　

�　
〔
概
要
〕
玉
斎
胡
氏
：
図
に
お
け
る
第
一
卦
が
本
卦
で
あ
り
、
順
行
し
て
変

化
し
て
い
け
ば
、
初
め
か
ら
終
わ
り
へ
、
上
か
ら
下
へ
と
移
行
す
る
。
第
一
図

で
は
乾
か
ら
坤
ま
で
変
化
す
る
。
こ
れ
を
反
転
さ
せ
れ
ば
、
末
の
一
卦
が
本
卦

で
あ
り
、
逆
行
し
て
変
化
し
て
い
け
ば
、
終
わ
り
か
ら
初
め
へ
、
下
か
ら
上
へ

と
移
行
す
る
。
第
一
図
で
は
坤
か
ら
乾
ま
で
変
化
す
る
。
あ
る
い
は
順
行
し
、

あ
る
い
は
逆
行
す
る
こ
と
で
、
一
つ
の
図
の
中
に
二
つ
の
卦
を
本
卦
し
て
そ
の

変
化
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
の
図
が
二
つ
図
を
成
し
て
い
る
の

だ
。
だ
か
ら
三
十
二
図
が
反
復
す
る
こ
と
で
六
十
四
図
に
な
る
の
で
あ
る
（「
三

十
二
図
、
反
復
之
則
為
六
十
四
図
」）。
三
十
二
図
に
お
け
る
先
後
順
序
は
、
第

一
図
に
お
け
る
乾
坤
の
変
化
を
例
に
す
れ
ば
、
第
二
図
以
降
の
全
て
の
図
に
お

い
て
も
、
同
様
に
し
て
そ
の
変
化
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
図
は
乾

が
本
卦
と
な
り
、
第
二
図
は
姤
、
第
三
図
は
同
人
と
つ
づ
き
、
第
三
十
二
図
の

恒
と
な
る
。
計
三
十
二
卦
。
そ
れ
ぞ
れ
三
十
二
図
の
第
一
卦
と
な
り
、
順
序
に

乱
れ
は
な
い
。
ま
た
こ
れ
を
逆
に
み
れ
ば
、
第
一
図
は
坤
が
本
卦
と
な
り
、
第

二
図
は
復
、
第
三
図
は
師
と
つ
づ
き
、
第
三
十
二
図
の
益
と
な
る
。
計
三
十
二

卦
。
そ
れ
ぞ
れ
三
十
二
図
の
末
の
一
卦
と
な
り
、
順
序
に
乱
れ
は
な
い
。
こ
れ

は
卦
画
変
図
の
妙
で
あ
る
。

　（
三
十
四
）「
邵
子
天
地
四
象
図
」　

五
十
六
丁
表

　
『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）（
巻
之
六
、
三
十
八
丁
裏
）

　（
三
十
五
）「
朱
子
天
地
四
象
図
」　

五
十
六
丁
裏

　
『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）（
巻
之
六
、
三
十
九
丁
表
）

　（
三
十
六
）「
掛
扐
過
揲
總
図
」　

五
十
七
丁
表
～
五
十
七
丁
裏

　
『
易
学
啓
蒙
補
要
解
』（『
性
理
大
全
』）（
巻
之
六
、
三
十
九
丁
裏
～
四
十
丁
表
）

《
結
び
に
か
え
て
》

　
『
易
学
啓
蒙
』
は
、
朱
熹
自
ら
初
学
者
の
た
め
に
著
し
た
書
で
あ
る
と
は
言
う

も
の
の
（「
易
学
啓
蒙
序
」）、
実
際
に
は
非
常
に
難
解
で
あ
り
、
と
て
も
注
釈
な

し
で
理
解
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
注
釈
書
に
し
て
も
、
南
宋
以
降

の
中
国
お
よ
び
朝
鮮
、
さ
ら
に
は
江
戸
期
の
日
本
に
お
い
て
い
く
ら
か
作
成
さ
れ

て
は
い
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
書
に
関
す
る
情
報
も
極
端
に
不
足
し
て
お
り
、
一

体
何
か
ら
ど
の
よ
う
に
手
を
付
け
て
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
正
直
な

所
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
中
、
安
東
省
菴
が
編
纂
し
た
註
釈
集
『
啓
蒙
難
解
』
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は
、
南
宋
か
ら
明
に
か
け
て
の
中
国
、
さ
ら
に
は
朝
鮮
で
作
成
さ
れ
た
代
表
的
な

註
釈
書
か
ら
必
要
最
低
限
の
箇
所
の
み
を
抜
粋
し
て
コ
ン
パ
ク
ト
に
整
理
し
て
お

り
、『
易
学
啓
蒙
』
の
全
体
像
お
よ
び
伝
統
的
な
解
釈
を
知
る
に
は
非
常
に
有
益

で
あ
る
。
と
は
い
え
、
そ
れ
で
も
な
お
難
解
な
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
く
、
本
報
告

を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
あ
く
ま
で
も
筆
者
が
現
段
階
に
お
い
て
理
解
し
得

た
内
容
を
整
理
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
一
連
の
作
業
を
通
し
て
、『
易
学
啓

蒙
』
の
全
体
像
は
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
掴
む
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
朱
熹
の
「
易
」

「
理
」
に
つ
い
て
多
少
な
り
と
も
見
え
て
き
た
点
も
あ
る
。
そ
こ
で
本
報
告
を
終

え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
の
点
を
少
し
紹
介
し
て
結
び
と
し
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
朱
熹
の
『
易
学
啓
蒙
』
は
、「
本
図
書
第
一
」「
原

卦
画
第
二
」「
明
蓍
策
第
三
」「
考
変
占
第
四
」
の
四
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
河
図
・
洛
書
、
先
天
図
・
後
天
図
、
占
筮
法
、
占
断
法
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
大
き
く
二
分
す
る
と
前
半
が
「
画
卦
（
卦
を

画
く
）」、
後
半
が
「
揲
蓍
（
蓍
を
揲か
ぞ

え
る
）」
に
関
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
朱
熹
は
「
画
卦
」「
揲
蓍
」
の
全
て
に
「
自
然
の
法
象
」
が
み
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
。『
啓
蒙
難
解
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
注
釈
に

も
、「
人
意
を
介
せ
ず
し
て
自
然
に

0

0

0

そ
う
な
る
の
で
あ
る
」「
そ
こ
に
み
ら
れ
る
自0

然
の
妙

0

0

0

は
、
人
力
の
介
在
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
」「
自
然
の
妙

0

0

0

0

は
、
牡
牝
が
互

い
包
含
し
合
う
よ
う
で
あ
り
、
符
契
が
互
い
に
合
致
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
」

（
以
上
「
巻
之
下
」）
等
と
あ
り
、「
自
然
」「
自
然
之
妙
」「
自
然
の
法
象
」
と

い
っ
た
表
現
が
目
立
つ
。

　

そ
こ
で
改
め
て
朱
熹
の
「
易
学
啓
蒙
序
」
を
読
み
返
し
て
み
る
と
、

　
　

�「
画
卦
」
に
お
い
て
は
、
根
か
ら
幹
へ
、
幹
か
ら
枝
へ
と
、
そ
の
勢
い
に
は

そ
う
せ
き
立
て
る
も
の
が
あ
り
、
自
ら
已
む
こ
と
は
な
い
。「
揲
蓍
」
に
お

い
て
は
、
分
合
・
進
退
・
縦
横
・
順
逆
、
如
何
な
る
操
作
を
施
し
て
も
見
事

に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
聖
人
が
心
思
智
慮

0

0

0

0

（
作
為
按
排

0

0

0

0

）
を
駆
0

0

使
し
て
作
り
上
げ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

も
の
で
は
決
し
て
あ
る
ま
い
。
た
だ
、
気0

・
数
の
自
然

0

0

0

0

な
る
様
相

0

0

0

0

が
天
の
象
（
日
月
星
辰
等
）
や
地
の
法
（
山
川
草
木
等
）
に
形
と

な
っ
て
現
れ
、
河
図
・
洛
書
に
象
徴
と
し
て
現
れ
た
め
に
、
聖
人
は
〔
こ
れ

ら
を
参
考
に
し
て
〕
自
ら
の
心
を
啓
発
し
、〔
心
に
備
わ
る
天
地
万
物
の
理

を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
つ
つ
〕
手
を
借
り
て
易
を
作
成
し
た
ま
で
で
あ
る
。

　
　
　

�

其
為
卦
也
、
自
本
而
榦
、
自
榦
而
支
、
其
勢
若
有
所
迫
、
而
自
不
能
己
。

其
為
蓍
也
、
分
合
進
退
従
横
逆
順
、
亦
無
往
而
不
相
値
焉
。
是
豈
聖
人
心

思
智
慮
之
所
得
為
也
哉
。
特
気
数
之
自
然
、
形
於
法
象
、
見
於
図
書
者
、

有
以
啓
於
其
心
、
而
仮
手
焉
耳
。（「
易
学
啓
蒙
序
」）

と
あ
る
。
つ
ま
り
「
画
卦
」
に
し
て
も
「
揲
蓍
」
に
し
て
も
、
そ
れ
は
聖
人
が

「
心
思
智
慮
（
作
為
按
排
）」
を
駆
使
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、

「
気
・
数
の
自
然
な
る
様
相
」
が
現
れ
た
天
地
の
法
象
や
河
図
洛
書
を
手
掛
か
り

と
し
、
自
ら
の
心
に
備
わ
る
理
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
つ
つ
、
そ
れ
こ
そ
自
然
な
勢

い
に
沿
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
1る

。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
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は
、「
卦
を
画
く
前
に
す
で
に
こ
の
理
は
存
在
し
て
い
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で
あ
る
が
、
聡
明
神

武
の
人
（
＝
聖
人
）
の
手
を
借
り
て
そ
の
秘
密
を
明
ら
か
に
し
た
ま
で
で
あ
る
。

卦
を
画
く
前
に
す
で
に
こ
の
図
（
卦
）
が
あ
り
、
卦
を
画
い
た
後
に
は
じ
め
て
八

卦
が
生
ま
れ
た
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
こ
こ
が
易
に
お
い
て
最
も
重
要
な
所

（
第
一
義
）
で
あ
る
。（
未
画
之
前
已
有
此
理
、
而
特
仮
手
於
聦
明
神
武
之
人
以
發

其
祕
、
非
謂
画
前
已
有
此
図
、
画
後
方
有
八
卦
也
。
此
是
易
中
第
一
義
也
）（『
晦

庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
巻
第
三
十
八
「
答
袁
機
仲
」
第
六
書
簡
）
と
い
う
よ
う

に
、
易
が
作
成
さ
れ
る
前
か
ら
、
そ
の
原
型
骨
子
と
も
い
う
べ
き
「
理
」
が
す
で

に
存
在
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
2る

。
そ
し
て
こ
の
「
理
」
こ
そ
が
、

「
気
・
数
の
自
然
な
る
様
相
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
画
卦
前
に
す
で
に
存
在

し
て
い
た
「
理
」
が
、
聖
人
の
手
を
借
り
て
明
ら
か
に
さ
れ
、
具
体
的
な
形

（
文
）
と
な
っ
て
現
れ
た
も
の
が
易
な
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
作
成
さ
れ
た
易
を
後
か
ら
観
察
し
て
み
る
と
、

「
逆
順
縦
横
、
全
て
が
義
理
を
成
し
て
お
り
、
千
般
万
種
、
そ
の
神
妙
さ
が
窮
ま

る
こ
と
は
な
い
（
逆
順
縦
横
、
都
成
義
理
、
千
般
万
種
、
其
妙
無
窮
）（
同
第
二

書
簡
）、「
天
下
の
現
象
変
化
が
尽
く
備
わ
っ
て
い
る
（
其
可
盡
天
下
之
変
）」（
同

第
三
書
簡
）
と
い
う
よ
う
に
、
天
下
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
変
化
が
み
て
と
れ
、
さ
ら

に
、「
逆
順
縦
横
」、
い
か
な
る
視
点
か
ら
み
て
も
見
事
に
合
致
す
る
「
義
理
」
が

確
認
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
。
こ
う
し
た
「
義
理
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
報

告
の
中
で
み
て
き
た
通
り
で
あ
3る

。
本
稿
で
言
え
ば
、（
二
十
一
）「
乾
之
策
」
章

に
お
い
て
、
乾
坤
の
策
数
の
合
計
が
、
老
少
い
ず
れ
で
計
算
し
て
も
三
百
六
十
と

な
り
、
こ
れ
が
一
年
の
日
数
と
合
致
す
る
と
い
っ
た
類
も
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、「
卦
を
画
く
時
点
に
お
い
て
は
、
聖
人
と
い
え
ど
も
、
卦
の
中
に
数
多

く
の
巧
妙
奇
特
な
る
理
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。（
方
其
画

時
、
雖
是
聖
人
、
亦
不
自
知
裏
面
有
許
多
巧
妙
奇
特
）」（
同
第
三
書
簡
）
と
述
べ

る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
「
義
理
」
を
聖
人
が
あ
ら
か
じ
め
想
定
し
、
智
力
の
限
り

を
尽
く
し
て
易
を
作
成
し
た
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
自
ら
の
心
に
備
わ
る
理
を

拠
り
所
と
し
つ
つ
、
少
し
も
作
為
按
排
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
無
心
に

0

0

0

、
自
然
な

0

0

0

流
れ
に
即
し
て

0

0

0

0

0

0

作
成
し
た
か
ら
こ
そ
、
当
初
は
想
像
だ
に
し
な
か
っ
た
「
巧
妙
奇

特
な
る
理
」
が
備
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
説
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を

朱
熹
は
、「
易
を
作
成
す
る
際
の
妙
処
（
作
易
妙
処
）」
だ
と
述
べ
て
い
る
。
以
上

の
こ
と
か
ら
朱
熹
に
と
っ
て
「
理
（
義
理
）」
と
は
、「
自
然
」
で
あ
る
か
ど
う

か
、
そ
こ
に
「
作
為
」
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
が
絶
対
的
な
条
件
で
あ
っ
た

こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
こ
の
「
自
然
」
と
い
う
点
に
特
に
着
目
し
な
が
ら
、『
易
学
啓
蒙
』

の
「
本
図
書
第
一
」「
原
卦
画
第
二
」「
明
蓍
策
第
三
」「
考
変
占
第
四
」
に
つ
い

て
よ
り
詳
細
な
解
読
・
分
析
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注
１　

こ
う
し
た
朱
熹
の
考
え
方
は
、『
易
学
啓
蒙
』
に
疑
念
を
抱
く
袁
機
仲
へ
の
書

簡
（『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
巻
第
三
十
八
「
答
袁
機
仲
」）
の
中
で
も
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。「
こ
れ
ら
は
皆
、
自
然
に
生
じ
、
噴
涌
し
て
流
出
し
、
智
力

を
借
り
る
こ
と
な
く
、
手
勢
を
犯
す
こ
と
も
な
い
。（
是
皆
自
然
而
生
、
瀵
湧
而
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出
、
不
仮
智
力
、
不
犯
手
勢
）」（
第
六
書
簡
）、「
…
六
十
四
卦
全
て
が
天
理
の
自

然
な
流
れ
に
促
さ
れ
て
生
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
聖
人
は
こ
の
所
を
明
瞭
に
理

解
し
、
根
本
よ
り
〔
自
然
に
〕
画
き
出
し
た
ま
で
で
、
元
か
ら
ほ
ん
の
わ
ず
か
な

智
力
も
加
え
る
は
な
か
っ
た
。（
…
方
見
六
十
四
卦
全
是
天
理
自
然
挨
排
出
来
、

聖
人
只
是
見
得
分
明
、
便
只
依
本
画
出
、
元
不
曽
用
一
毫
智
力
添
助
）（
第
二
書

簡
）

２　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
巻
第
三
十
八
「
答
袁
機
仲
」
第
三
書
簡
に
も
、
卦

を
画
く
前
に
、「
も
と
も
と
太
極
・
両
儀
・
四
象
・
八
卦
の
骨
子
が
存
在
し
た

（
元
有
箇
太
極
両
儀
四
象
八
卦
底
骨
子
）」
と
あ
る
。

３　

河
図
洛
書
に
み
ら
れ
る
「
義
理
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
朱
熹
「
河
図
洛
書
」

解
釈
『
易
学
啓
蒙
』「
本
図
書
第
一
」
の
分
析
」（『
白
山
中
国
学
』
通
巻
二
十
三

号
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
朱
子
学
、
易
学
啓
蒙
、
象
数
易
学
、
占
筮
、
安
東
省
菴


